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　別紙の郡山市の土壌汚染マップ（甲５５の２）は、以下の手順により作成し

ました。

１、本年８月３０日、文科省ＨＰに公開された「土壌の核種分析結果(セシウ

ム１３４、１３７)について」（甲５３）に記載の郡山市のデータだけをコピー

し、エクセル文書にペーストする。そして、土壌中の放射性セシウム 134と 137

の合計値を計算し、記載する。これが別紙のエクセルデータ（甲５５の３）で

ある。

２、このエクセルデータの中から、緯度と経度の 10 進データに基づいて、

GoogleMap を使って、債権者らが通う７つの学校に隣接する地図上の地点を

確認する。

　例えば、測定地点 008S056の場合、緯度 37.363694 経度 140.334056　を

GoogleMap で検索し、地図上の地点を得ると、‥（略）‥の（略）であるこ

とが分かる。

３、得られた地図上の地点の「土壌中の放射性セシウム 134 と 137 の合計値」

から、チェルノブイリの避難基準と同じ基準で色分けしたもので色を決める。

　上記測定地点 008S056の場合、Cs-134濃度 204,509 (Bq/㎡)、Cs-137濃度

224,234 (Bq/㎡)から合計濃度 428,743(Bq/㎡) を出し、チェルノブイリの避難

基準と同じ基準で色分けしたもので色を決める。

４、あらかじめ用意した地図に土壌汚染度の色別のマークとともに、空間線量

率と土壌中の総セシウム濃度を転記する。

　上記測定地点 008S056 の場合、空間線量率  1.60(μSv/h)と合計濃度

428,743(Bq/㎡)を、1.60／428,743　と表記する。

５、以上のようにして、郡山市の全地点をプロットしていないが、チェルノブ

イリ基準の土壌汚染マップが得られた。

以　上


